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た。「明倫 AIR」は NEXT100の事業のひとつで、2010年に始まり 2018年度で第９回目を迎える。 
 昨年度「明倫 AIR2017」の招聘アーティストは中村絵美と久保田沙耶の２名（中村はディレクタ
ーを兼務）だった。ふたりは倉吉の郷土作家・長谷川富三郎に注目する。長く倉吉で学校教員とし
て勤めながら版画を制作し、地域の芸術文化振興に貢献してきた長谷川富三郎の作品は、倉吉の
町中のあちこちで見ることができるほど、地域に根づいている。中村と久保田は長谷川富三郎を
現代の視点から再評価し、長谷川富三郎作品を通して、倉吉の町を重層的な視点からとらえ直し
た。「明倫 AIR2018」では、前年から引き続いて久保田沙耶が招聘された。久保田は、長谷川富三
郎が活躍していた頃の民藝運動やジャンルを超えた芸術家の交流に着目し、現代を生きるアーテ
ィストとしての自らの活動と重ね合わせながら、芸術と地域の関係を考察し、表現としての昇華
を試みる。  
 関係者への聞き取り調査から、アートプロジェクトへの参加が新たな表現活動のきっかけとな
ること、日常的な活動の場を拡大する効果があることがわかった。また、招聘アーティストの久保
田沙耶は「明倫 AIR」での表現活動を通じて５年がかりで倉吉の町とかかわることを選択した。ア
ーティストもまた、アートプロジェクトへの参加を通じて自らの表現に影響を受けるのである。 
 じつは本研究を実施するなかで私も郷土作家・長谷川富三郎への興味が湧き、「明倫 AIR2018」
における久保田沙耶のプロジェクトに巻き込まれることになった。「明倫 AIR2018」のプログラム
のひとつに倉吉博物館でのロビー展示があるが、その際に、長谷川富三郎作品とそれをモティー
フにした久保田沙耶作品と並んで、倉吉の町のあちこちに飾られている長谷川富三郎作品につい
て私たちが調査した記録をパネル展示することになった。出会った者をうっかり巻き込む力がア
ートプロジェクトの魅力でもあり魔力でもある。ひとが、それまで思ってもみなかった方向へ一
歩踏み出すことを促すことができるとすれば、それが新しい価値を創造するアートの力といえる。 
【成果・課題】 
本研究では、事例調査によりアートプロジェクトの波及効果の一例を示した。芸術制作の過程や
成果に触れる経験は、ときに個人の人生を揺さぶる。それは芸術を通じて地域に蒔かれた創造性
の種子のようなものといえる。本研究の成果は、小冊子として印刷し配布する。 
本年度は、本格的な調査に着手したばかりでもあり、基礎的な資料収集と調査協力者との信頼関
係を築くことに調査期間の大部分を費やした。そのため十分な数のデータを収集することができ
なかった。調査協力者の範囲を拡大し調査データを蓄積していくことが課題である。 
研究成果の関連企画 
・市町村連携事業ギャラリートーク「となりの富三郎 ～生活とともにある芸術～」久保田沙耶
（芸術家）、渡邊太（社会学者）、岡田有美子（キュレーター）、倉吉博物館、2019年２月 10日。 
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